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１．研究の背景 

宮城県教育委員会では小・中・高等学校の全時期を通じて，人や社会とかかわる中で社会性や勤労観を養

い，集団や社会の中で果たすべき自己の役割を考えさせながら，将来の社会人としてのより良い生き方を主

体的に求めさせていくことをねらいとして，「志教育」を推進している。 

 本校では「志」を「自己実現」と「社会貢献」と捉え，東日本大震災からの復興を担う「志高い古川の子

ども」の育成を目指し，教育活動を展開してきている。「FYTS（本校独自の地域支援団体ファイツ）」と協働

で行う体験学習（１・２年「キャリアセッション」，２年「職場体験学習」，３年「まちづくり学習」など）

が特徴的であり， 本校の志教育はキャリア教育優良校文部科学大臣表彰，「月刊生徒指導（2015.８月号）」

の掲載など，高い評価を得ている。また，生徒はこれらの学習の一つ一つに積極的に取り組んでおり，生徒

や保護者による学校評価からは充実した体験学習になっていることが確認できた。しかし，H26 年度の

hyper-QU や本校独自のアンケート結果からは，進路学習に対する意欲が段階的に低下傾向にあることや社

会参画意識がなかなか高まらないという実態が浮き彫りとなった。さらに，教職員による SWOT 分析では，

「志教育の体験が生かされ，自己の生き方や在り方について見通しを持ち，将来の社会の担い手となる志高

い生徒を育成できる教育活動にする必要がある」という課題も明らかとなった。 

そこで，H27 年度から，本研究課題を掲げ，以下の手立てを講じて問題解決を試みている。 

(1) 総合的な学習の時間と学級活動（３）「学業と進路」を有機的に関連付けた中学校３年間を通じた進路学

習の指導計画の作成 

(2) 各教科・領域における主体的・協働的な学びづくり 

H27 年度の実践の結果，生徒の進路学習に対する意識や社会参画意識は段階的な高まりが見られた。しか

し，総合的な学習の時間「まちづくり学習」などでは，学習の過程で生徒が自由に情報収集や学習の記録が

できるタブレット端末等の ICT 機器が充実すれば，より主体的・協働的な学びが可能となるだろうという反

省が多く上がった。そこで，研究２年目となる今年度は，昨年度の取組に加え ICT 機器の環境を整えること

で，さらに研究主題に迫ろうと考えた。  
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 総合的な学習の時間（体験学習） 
●職場体験学習 
●キャリアセッション 

②【本時】学級活動（３） 

ア：相互交流【グループ（間）交流】 

将来像の思い描き方やその実現に向けた

今後の生活について，話し合う（図２）。

イ：自己決定【個人検討】 

将来像の実現に向けたこれから５年間の

理想となる生活を考える。 

③【事後の活動】 

・教師助言や励まし，内容の確認 
・評価規準 A 生徒の記述内容の閲覧 

ウ：相互交流【全体交流】  

意図的に指名した代表生徒による自己決

定内容の発表を聴く。 

①【事前の活動】短学活 

・今後５年間の進路計画の立案 

２．研究の目的 

上記のとおり，本校ではこれまで志教育について，多くの実践を行ってきている。しかし，「各教育活動の

関連を見直し，指導計画を再編成すること」や「ICT 活用によりさらに生徒の主体的・協働的な学びを促す」

という課題がある。 

そこで本研究では，以下の３点について研究を進め，生徒の進路学習に対する意識や社会参画意識を高め

るために効果的な手立てであるかを明らかにする。 

(1) 総合的な学習の時間と学級活動を有機的に関連付けた進路学習の指導計画の再編成 

(2) 主体的・協働的な学びの場づくり 

(3) 主体的・協働的な学びの場における ICT の活用 

 

３．研究の経過 

①時期 ②取組内容 ③評価のための記録 

５月 24 日 進路や社会参画に対する意識調査（全学年） アンケート調査（生徒） 

５月～11月 総合的な学習の時間「まちづくり学習」（３年） 
観察記録・写真・記述（生徒）

インタビュー調査（授業者） 

６月 29 日

～７月１日 
総合的な学習の時間「職場体験学習」（２年） 写真・振り返りレポート（生徒）

７月 13 日 進路や社会参画に対する意識調査（２年） アンケート調査（生徒） 

９月８日 
総合的な学習の時間「キャリアセッション」（２年）の

実践 

観察記録・記述（生徒） 

講師とのシェアリング（教師）

11 月 24 日 
志教育の自主公開研究会（総合的な学習の時間，美術，

学級活動，理科，道徳の時間） 

観察記録・写真・記述（生徒）

インタビュー調査（授業者） 

感想箋・アンケート（参観者）

11 月 29 日 進路や社会参画に対する意識調査（２・３年） アンケート調査（生徒） 

 

４．代表的な実践 

(1) 自主公開研究会における学級活動の実践（11月 24日） 

 題材名 「夢が広がる円卓会議－将来ビジョンを語り合

おう－」（２学年） 

 該当項目：学級活動(3)学業と進路－オ・主体的な進路の

選択と将来設計 

  本題材は自主公開研究会で実践した授業である。既習

事項（「職業人としての生き方や在り方」「地域や社会の

一員としての生き方や在り方」）を関連付けて，自己の

将来の生き方や在り方についての目標を考えさせた。さ

らに，その実現に向けた今後の過ごし方や取組を検討さ

せる機会とすることで，進路設計への意欲を高められる

と考え，本題材を設定した。本時における具体的な手立

ては以下の３点である。 

① 総合的な学習の時間「職場体験学習」や「キャリア

セッション」，その体験を基に行った学級活動を関連 
図１ 総合的な学習の時間と学級活動との有機的

な関連を図った指導計画 
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 付け，進路設計について手順を踏んで検討することができる指導計画を編成した（図１）。 

 ② 事前の活動として，既習事項（総合的な学習の時間の体験

やその後の学級活動での学び）を生かし，中学校２年生から

の５年間についての進路計画をワークシートに整理させた。

本時では，進路設計についての見方や考え方を拡張・深化 

させる目的で，ワークシートを基にして生徒一人一人に自己

の進路計画について考えていることを相互交流させた（図

２）。 

 ③ 課題への意欲の喚起と自分の進路設計について発表する

ことへの抵抗感を和らげるために，導入で VTR「TED 植

松 努」を視聴させた（図３）。また，事前に整理したワー

クシートへの記述から生徒の実態を見取り，将来像が明確な

生徒と不明確な生徒のバランスを考慮したり，異なる視点で

考えている生徒を組ませたりと，グループ編制を工夫した。 

 

 (2) 「まちづくり学習」における授業実践（３学年） 

 本校の「まちづくり学習」は，生徒が地域の課題を探り，その解決に向けた取組を考えて実行する学習で

ある。この学習のねらいは以下の３点である。 

 ア コミュニケーション能力や対人関係スキルなど，人間関係形成能力を高めさせる。 

イ 夢に向かう一人の人間，そして社会を担う一員としての生き方や在り方を探求させる。 

ウ 社会の一員として自己を生かし貢献しようとする態度を育てる。 

 これらのねらいに迫るため，以下のような学習活動を展開した。 

 ① 準備「地域課題の解決に向けたアイディアを吸い上げ，プロジェクトを立ち上げる段階」 

   地域の課題を探り，その解決に向けてこれまでの３学年が提言してきた内容や H27 年度に実際に実行

した取組，そしてタブレット端末を使って実践事例を集めさせた。これを基に，地域支援者との対話を

通して，「地域社会への貢献度」「実現可能性」の２つの視点で，アイディアを整理させた。その結果，

今年度は「情報発信」「人が集まるまちづくり」「絆づくり」「きれいなまちづくり」という４つのプロジ

ェクトとなった。 

 ② 計画「プロジェクトチームを編成し，実行に移す取組を話し合い，計画を立案する段階」 

   ３学年生徒 190 名が自己の取り組みたいプロジェクトを選択させ，４つのプロジェクトチームを作成

させた。その後，プロジェクト毎に自分たちの取り組むことを話合いによって決定させ，計画案を作成

させた。 

 ③ 制作「地域の支援者に自分たちの計画案についてのプレゼンテーション行う準備段階」 

   「自分たちの計画案を分かりやすく伝える」

「観る人に興味を持たせる」という視点で，

プレゼンテーションに向けた準備をさせた。

タブレット端末を使って，効果的な発表の仕

方を調べたり，発表原稿をグループで練り合

ったりする様子も見られた（図４，５）。 

 

図２ 相互交流の様子 

 

図３ 自己決定の様子 

図５ 発表原稿づくり 図４ ポスターづくり 
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 ④ プレゼンテーション「地域支援者に計画案を説明し，アドバイスをもらう段階」 

   地域支援者（市役所，商工会議所，NPO 法人，商店街振興組合

などの方）をゲストに計画案についてのプレゼンテーションを行わ

せた。その後，生徒たちの計画案に対して，実行する上での課題点

や計画が不十分な点について意見をいただいた（図６）。 

 ⑤ 再構築「実行に向けて，実施計画を作成する段階」 

   地域支援者からのアドバイスを基にして，実行に移すための実施計画を作成した。この段階で，「実行

するための費用が足りない」「もっと地域のニーズを調査する必要がある」という課題が浮き彫りとなっ

たチームもあった。しかし，全校生徒で廃品回収を実施することや地域に出てもう一度インタビュー調

査を実施するなど，課題解決に向けて粘り強く取り組む姿が見られた。 

 ⑥ 実行「実施計画を基に，実行する段階」 

   以下のような活動を生徒たちは実行に移した（表１）。 

※活動については，代表として情報発信プロジェクトについてのみ紹介する（図７）。 

 

プロジェクト 活動内容 

情報発信 ◯「ランチ MAP」の作成 
人が集まるま

ちづくり 

◯古川まつりへの参加 

「ステージ発表」 

・合唱 ・リコーダー合奏

・吹奏楽演奏 

「出店」 

・飲み物の無料提供 

・水ヨーヨーとり 

絆づくり ◯災害公営住宅での活動 

・ラジオ体操 ・昔の遊び

・七夕飾り共同制作 

きれいなまち

づくり 

◯花植とゴミ拾い 

 

 ⑦ 成果発表「自主公開研究会で参観者に対して，これまでの学習の成果を発表する場面」 

   これまでの学習の経過と成果について，生徒

はスライドを作成し発表を行った（図８）。その

後，生徒と参観者がワークショップ形式で「ま

ちづくり学習」について意見交換や質疑応答を

行った（図９）。 

 

５．研究の成果 

(1) 総合的な学習の時間と学級活動を有機的に関連付けた進路学習の指導計画の再編成 

  総合的な学習の時間と学級活動を有機的に関

連付けたことにより，生徒は体験を通して学ん

だことを生かしながら，学級活動での話合い活

動に取り組めるようになった。互いの考えを共

有しテーマに沿って話し合う中で，見方や考え 

 

【MAP 完成】 

図７ ランチ MAP 作成の様子 

図６ プレゼンテーション 

図 10 生徒Ｃのワークシート記述内容 ※一部抜粋 

 
図９ 意見交換の様子 図８ 発表の様子 

表１ プロジェクトチーム毎の取組 

 

 

【クーポン作成の交渉】 【掲載記事の取材】 

【MAP 作成】 
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方を拡張・深化することができた記述が多く見ら

れた（図 10）。そして，進路学習に対する意欲が

段階的に高まってきたことがアンケート調査の

結果から確認できた（図 11）。また，代表的な実

践(1)の際の参観者の感想箋には，体験学習の成

果が相互交流に生かされていたことや志教育の

指導内容が生徒一人一人に行き届いていると感

じたという記述が多く見られた（図 12）。このよ

うなことから，総合的な学習の時間と学級活動を，

進路学習として有機的に関連付けることは，生徒

の進路に対する見方や考え方を拡張・深化させ，

意欲を高める上で，有効な手立てであることが確

認できた。 

(2) 主体的・協働的な学びの場づくり 

  図 13 は「まちづくり学習」前後での本校３ 

学年生徒の社会参画意識に関するアンケート調査 

の結果の推移を表したものである。質問１，２の 

結果からは，体験学習の前後で生徒の社会参画意 

識が高まっていることを見取ることができる。ま 

た，質問３からは，「まちづくり学習」が生徒の地

域社会の一員としての自覚を高める上で有効であ

ることが確認できた。さらに，学習後の生徒の感

想からは，図 14 の生徒のように自分たちでまち

づくりに参画したことに対する達成感を感じたり

社会参画意識が高まったりした記述が多く見られ

た。自主公開研究会「まちづくり学習発表会」の

参観者の感想箋には，「地域を巻き込み，中学生が

まちづくりに入っていくことで活性化していく様

子を目にした。」ということが記述されていた。 

このような結果から，「課題発見・解決に向けた主

体的な学び（いわゆる「アクティブ・ラーニング」）」

の視点で，「まちづくり学習」を設定することは，

効果的であることを確認することができた。 
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【質問項目】 
・なりたい職業や興味を持っている職業がある。 
・自分の将来に夢や希望を持っている。 
・自分の進みたい職業の分野については調べている。

・進路について仲のよい友人などと話すことがある。

図 11 心理検査 hyper-QU（「進路意識」について）

の推移【学年集計】最高値 20／最低値４ 

図 12 自主公開での参観者の感想箋の記述 

質問１ 私は社会の役に立ちたいと思っている。 

質問２ 私にも地域社会の一員としてできることがある。

12 82 8
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」 

図 13 ３学年の社会参画意識のアンケート調査結果 

質問３ 「まちづくり学習」を通じて，地域社会の一員 

としての自覚が高まった。 

図 14 「まちづくり学習」後の生徒の感想 
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(3) 主体的・協働的な学びの場における ICT の活用 

  「まちづくり学習」で ICT を活用した結果，以下のような成果が確認できた。 

① 「課題発見」の場面での情報収集 

  H27 年度まではこれまでの本校の取組を繰り返すようなアイディアしかでなかったが，タブレット端

末によって，情報収集がかんたんに行えるようになった結果，アイディアが豊富に出されるようになっ

た。 

 ② 「ランチ MAP」作成の際の取材活動（図 15） 

   タブレット端末を使って取材活動を行えるようになった結果，自分たちで掲載する写真を撮影できる

ようになった。また，お店へのインタビュー 

も動画撮影し記録できるようになったことか 

ら，それを基に実際に取材に行っていないメ 

ンバーとも掲載内容を検討することができる 

ようになった。その結果，制作作業が効率的 

に行えた。 

 ③ 「成果発表」のプレゼンテーションの準備 

   タブレット端末を使って，プレゼンテーションの構想や原稿づくりを行うことで「スライドにどのよ

うなことを入れるか」「どんな説明をするか」を生徒は話合いながら決めていくことができた。その結果，

分かりやすく発表することができた。  

  ※詳しい学習の様子については http://www.hotpocket.jp/top/top.cgi に掲載。 

 

６．今後の課題・展望 

 本研究において，「まちづくり学習」などの主体的・協働的な学びの場でもタブレット端末の有用性が確認

できた。その他にも今年度は第 57 回放送教育研究会東北大会や自主公開研究会の理科でも，タブレット端末

を活用した授業実践を行い，参観者から「有効な活用方法である」という感想が多かった（図 16）。 

今後の課題は，ネットワーク環境を整え各教科の授業にお 

いてタブレット端末の有効な活用方法を検証していくことで 

ある。本校ではセキュリティーの関係上，「Apple School  

Manager」などを活用できない状況下にある。この課題を解 

決することで，さらに主体的・協働的な学習活動が可能にな 

ることを期待したい。 

 

 

７．おわりに 

 研究助成を受けたことで，教員が授業での課題提示などで ICT を活用することが日常的になり，それぞれ

の実践について共有し合うなど，学校全体の情報化が進んだ。また，タブレット端末を有効活用する上で東

北工業大学にご協力をいただいたり，自主公開研究会の開催にあたって，宮城教育大学や仙台大学を初めと

する多くの方の協力を得ました。ありがとうございました。今後もこのようなネットワークを生かしながら，

本校の研究を推進していきたい。 

 

  

【取材】 【掲載内容の検討】  

図 15 「ランチ MAP」の記事づくりの様子 

図 16 タブレット端末を活用した理科の実践 


